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大 卒者の 増加 と就業構造変動の特質

　　
一 時系列 的推移 の 検討 を 中心 に

一

猪股 歳之　（東 北 大学大学院）

1，はじめに

　高等教育機関、なかで も大学は、近年、さ

まざまな問題に直面して い る。特に、18歳 人

口 の 減少や 、国立大学の独立行政法人化 をめ

ぐる問題な どと い っ たもの は、大学 を含む高

等教育 シス テム全体の あり様そ の もの を も揺

る が しかねな い 可能性を秘めて い る。

　 またそ れ だけでな く、大学の 教育機能 ・
人

材養成機能に着 目するな らば、高等教育が マ

ス段階に到達 し、さ らに ユ ニ バ ー
サ ル段階 へ

と拡大 を続 けるなか で 、それ らの 機能に も大

きな変化が 生 じる こ と とな る。そ して同時に、

増加 しつ つ ある大卒者を吸収する ことになる

企業等の 側にお い て も、産業 ・職業構造や経

済情勢の変動 による もの 以外 にも、大卒者を

雇用する部門や人数 に変化が生 じる こ とは避

けられない 。

　 こ れ ら の こ とか ら、本報告で は、大学卒業

者の 増加に と もない 、大卒者の就業に い かな

る変化が あらわれて い るのか検討する こ とを

課題 とする。これ ま で に も大卒者 の 増加によ

る影響 と し て、大卒者の職業がそ れまで大卒

者の 比率が低か っ た職業にま で 拡大 して きて

い る こ とが繰 り返 し指摘され て いる。本報告

では、大学で の 専攻領域別の デー
タな ども参

照 しなが ら、大卒者の就業に生じて きて いる

変化 につ い ての 基礎的な検討を試み る こ とに

したい 。

2 ．大 卒者の 増加

  大卒者数の 推移

　大学卒業者数 は、ほぼ一
貫して 増加傾向に

あ っ た とみる こ ともで きる。ただし、高等教

育計画な どの 影響 もあり、大学卒業者が急激

に増加を続け る時期は、1970 年代 と 90年代

で 、そ の間の 1980年代はほぼ横ばい の 推移を

示して い る。

　学校基本調査 によれば （数字はい ずれも大

学昼 間部卒業者数）、1970年には、22万人程

度の 規模で あっ たが、急激に増加 し、1980年
には約 36 万人に達す る。そ の 後、若干の 減

少 ・停滞を示すが、1990年か ら再び急激な上

昇に転 じ、1990年に 38 万人 だ っ た 大卒者数

は、1997．年には 50万人を超える。

  専攻領域別大卒者数の 推移

　こ の 大学卒業者の 専攻領域に着 目して み る

と、社会科学系、人文科学系、教育系 を専攻

した卒業者の 比率に若干 の変化が み られ るが 、

そ の 変化はそれほど大 きな値 とはな っ て い な

い 。したが っ て 、大卒者数は大幅に増加 して

きて いる にもか かわ らず、1970年代以降、大

卒者全体 に占め る それ ぞれの 専攻領域 ごとの

比率は、ほぼ固定化 して い る と考える こ とが

可能で あろ う。

　学校基本調査で は専攻領域 と して 大 き く

11 の 領域 に ま とめ て い るが、卒業生 の 比率が

高い のは、人文科学系、社会科学系、工 学系

の 3 領域で ある。こ の なかでも大卒者全体 に

占め る比率がも っ とも高い の は、社会科学系

の 39．6 パ ーセ ン トで ある。それ に工 学系の

19．1 パ ー
セ ン ト、人文科学系の 16．9パ ー

セ

ン トが続い て お り、こ の 3 領域で大卒者の 75
パ ーセ ン トを超え て いる （数値 はい ずれ も

1998年度大学昼 間部卒業者）。

3 ．大 卒者の 就職状況

  産業別 にみ た大 卒者の 就職状況

　大卒就職者全体 に 占め る産業別の 就職者比

率の 推移をみ て み る と、大きく 1970年代、80

年代、90 年代で そ の 傾向が異な っ て い る こと

がわかる 。 1970年代と 90年代は産業別就職

者の 比率が比較的大き く変動 して い る 。 1970

年代の 変化の 時期 に続き、1980年代の 間、比

較的安定 した状態に あ っ た大卒者の 就職先産

業は、いわ ゆるバ ブル崩壊後の 1990年代前半
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か ら再び変動を示 し始めて い るとい うこ とが

で きる。

　大卒者の 就職先産業の なかで 比較的多く の

大卒者 を吸収 して い る製造、卸売・小売業等、

サ
ー

ビス 業の 3産業 に着 目して み ると （1998

年度の大卒就職者の うち、72パ ーセ ン トが こ

れ ら 3産業に就職 して い る）、1970年度の大

卒者の 40 パ ーセ ン ト近 くが製造業に就職し

て い たが、そ の 比率は年々 減少し、1970年代

の終わ りには 25 パ ーセ ン ト程度で サ
ー

ビス

業と同程度の 比率となる ．そ の 後、1980年代

から 1990年代初頭にかけて は、製造業とサ
ー

ビス業がほぼ同じ比率の まま比較的安定 し た

推移を示 して い るが、90年代初頭から卸売 ・

小売業等の 比率が急激に 増加し、さ らに製造

業の 比率の 減少とが 重な っ て、サ
ービス業、

卸売 ・小売業等、製造業が 25パ ーセ ン ト前後

の値となっ て い る 。

  専攻領域と産業部門

　大卒者の 就職先産業別に、専攻領域 ごとの

就職者の 比率の 推移を図示 した ものが図 1で

ある 。こ の 図で は 、産業部門と して製造業 と

サ
ービス業、また専攻領域 として 人文科学系、

社会科学系、工学系の 3 領域の み を取 り上 げ

て い る （1998年度の 数値で は、この 3専攻領

域出身の 就職者は、大卒就職者全体の 80パ ー

セ ン トになる）。

　 まず、製造業に つ い て は、1970年頃に はエ

学系出身者 と社会科学系出身者 とが ともにほ

ぼ 40 パ ーセ ン ト程度 を占め て い る が、そ の 後

工 学系出身者の 占め る比 率が高 くな っ て い る 。

しか し、80年代後半か ら社会科学系出身者の

比率の上昇と工学系出身者の 比率の 低下が み

られ 、1998年度に は 工 学系出身者と社会科学

系出身者の 比率が 35 パ ーセ ン ト程度で ほ ぼ

同様の値にな っ て い る 。

　また、サービス業に つ い て は （グラ フ で は

太線）、1970年代は社会科学系出身者と人文

科学系出身者の 比率が 15− 20 パ
ー

セ ン トで

ほぼ同程度で あ っ たが、1980年代に入 り、社

会科学系出身者の 比 率が徐々 に増加 し、1998

年に は 35パ ー
セ ン ト程度にまで達 し て い る。

また人文科学系出身者の 比率にはそれ ほ ど大

きな変化はみ られなか っ た が、ゆ るや か に増

加 を続け て きた 工 学系出身者の 比率が、90年

代に入 っ て急激に増加し、 1997年 には人文科

学系出身者 とほぼ同程度の 水準に まで な っ て

い る 。

　以上み て きた ように、大学卒業者は 1970

年代 と 90年代 に大幅に増加 した 。そ して、こ

れ らの 時期には、大卒者の 就職先産業や、専

攻領域 と産業部門 との問の関係に も変化がみ

られ る。こ の よ うな 変化 に つ い て は、経済情

勢や技術の 変化 、 企業等の 需要も考慮に入れ

る な どして 、よ り詳細な検討が必要で ある と

いえ るだろ う。

図 1 産業 別 に み た専攻領域 ご との 就職者の 比率（大学昼 間部卒業者）
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